
問
　
本
市
に
お
け
る
基
金
の

運
用
に
係
る
要
綱
等
や
債
券

購
入
の
決
定
方
法
は
。

答　

公
金
管
理
運
用
要
綱

や
公
金
管
理
運
用
要
綱
細

則
に
基
づ
き
、公
金
の
管
理・

運
用
に
当
た
っ
て
い
る
。債
券

購
入
は
、毎
年
度
末
に
公
金

管
理
委
員
会
で
翌
年
度
の
運

用
計
画
を
協
議
、会
計
室
で

商
品
選
定
を
行
い
副
市
長
決

裁
で
決
定
し
て
い
る
。

問
　
令
和
6
年
度
の
基
金
数

や
債
券
で
の
運
用
方
法
、運

用
期
間
、運
用
益
の
状
況
は
。

答　
令
和
6
年
度
は
、財
政

調
整
基
金
を
は
じ
め
15
の
基

金
が
あ
り
、一括
運
用
を
し
て

い
る
。7
年
1
月
末
時
点
に

お
け
る
基
金
総
額
約
1
6
8

億
円
の
う
ち
、債
券
で
の
運

用
は
約
76
・
6
％
に
当
た
る

約
1
2
9
億
円
、そ
の
う
ち

運
用
期
間
10
年
未
満
が
9
・

3
％
、10
年
以
上
20
年
未
満

が
34
・
9
％
、20
年
以
上
30

年
未
満
が
45
・
7
％
、30
年

以
上
が
10・1
％
だ
。

　
6
年
度
の
債
券
で
の
運
用

益
は
約
9
千
万
円
で
あ
る
。

問
　
債
券
で
の
運
用
が
非
常

に
高
い
割
合
に
な
り
、運
用

期
間
が
10
年
以
上
の
長
期
の

も
の
の
割
合
が
高
い
の
は
な

ぜ
。

答　
日
本
銀
行
が
マ
イ
ナ
ス

金
利
政
策
を
導
入
し
た
結

果
、普
通
預
金
や
定
期
預
金

で
は
運
用
益
が
見
込
め
な
い

こ
と
か
ら
、自
主
財
源
確
保

の
た
め
に
、よ
り
利
率
が
高

い
超
長
期
債
券
の
購
入
を
進

め
た
。安
全
性
の
確
保
を
最

重
要
視
し
、満
期
ま
で
保
有

す
れ
ば
元
本
が
保
証
さ
れ
る

債
券
で
の
運
用
に
重
き
を
置

い
た
こ
と
も
要
因
で
あ
る
。

問
　
第
三
者
委
員
会
を
設
置

し
な
い
の
か
。

答　
設
置
す
る
予
定
は
な
い

問
　
基
金
の
運
用
に
お
い
て

多
額
の
含
み
損
が
生
じ
て
い

る
が
、こ
の
状
況
を
打
破
す

る
た
め
に
ど
の
よ
う
に
対
処

す
る
つ
も
り
か
。

答　
国
債
等
の
債
券
で
運
用

し
て
い
る
た
め
、満
期
ま
で

保
有
す
れ
ば
元
本
は
保
証
さ

れ
る
が
、毎
年
基
金
を
取
り

崩
し
な
が
ら
事
業
を
実
施
し

て
い
る
の
が
現
状
だ
。予
算

編
成
に
お
い
て
は
、国
や
県

の
補
助
金
な
ど
特
定
財
源
を

最
大
限
確
保
す
る
よ
う
努
め

る
と
と
も
に
、事
務
事
業
等

の
見
直
し
を
行
い
、行
政
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

●
囲
領
道
路
に
つ
い
て

●
囲
領
道
路
の
固
定
資
産

税
に
つ
い
て

一般質問～市政を問う～

財源確保に努め行政改革に取り組む

基金運用についての
対処は

山岡　幹雄議員

▲令和6年度当初予算の概要書

市長

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問
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